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静岡の介護「みなサポ」静岡の介護「みなサポ」

みなサポ

インターネットは苦手、調べられない！！
困り事、誰に相談すればいいの？

知りたい時は「ココ」

聞きたい時は「ココ」

いざという時のために！！ 事前にチェック!

TEL.054-256-1135

いざという時のために！！ 事前にチェック!

平日：10～19時、土日祝：10～17時　駿河区東新田2-16-30 サンコーポ池ヶ谷102

老人ホーム無料案内、高齢ご家族のお困りごと相談
みなサポエムウィンドまずは、お電話！！TEL.054-256-1135

物忘れ専門外来一覧老人ホーム料金 など情報満載！
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静岡の
介護情報

年金／生活費／介護職員数の現状と今度の見通し
高齢者の家族と世帯／死亡時の年齢（ ）

 理解する そして何をすべきか知る



予算案（平成28年度）
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平成２８年度一般会計予算

歳出内訳

歳出・歳入の状況

国政費と社会保障費
合計57.5%

平成2年までは
差が少ない

平成21年には
差が最大に 国債の発行が

最大

元本返済

利息



日本 日本 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデン フランス
（ 年度） （ 年度） （ 年） （ 年） （ 年） （ 年） （ 年）

社会保障負担率
租税負担率
財政赤字対国民所得比 潜在的な国民負担率（括弧内は対 比）

［国民負担率＝租税負担率＋社会保障負担率］

（
国
民
所
得
比
：
％
）

国民負担率（括弧内は対国内総生産（ 比）

［潜在的な国民負担率＝国民負担率＋財政赤字対国民所得比］

（ ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
（ ）

（ ）

（ （ ） （ ）

（ ）

（ ）

（％）

1970 
(S45) 

2016 
(H28) 

2025 
(H37) 

2050 
(H62) 

日本 7.1 27.5 30.3 38.8 

ドイツ 13.6 21.4 25.0 32.3 

フランス 12.8 19.5 22.4 26.3 

イギリス 13.0 18.0 19.6 24.7 

アメリカ 9.7 15.2 18.9 22.2 

日 

独 

仏 

英 
米 

（ 出典）日本 ～ ：総務省「国勢調査」
～ ：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 年１月推計）」

諸外国 国連 “World Population Prospects: The 2015 Revision”

日：27.5 

独：21.4 

仏：19.5 

英：18.0 

米：15.2 

高齢社会の現状を知る　あおいパートナーズ養成講座《第2回》

2

国民負担率の国際比較

高齢化率の国際比較
国際比較では、国民負担が大きい訳ではない

しかし
問題は高齢化



15年後
2050年

高齢社会の現状を知る　あおいパートナーズ養成講座《第2回》

3

高齢化の進行

年齢別人口割合

団塊の世代
生まれた当時の
高齢化率約5％

2025年
30％

子供
作らない もっと

深刻に
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社会保障費に係る費用

年代の変化と医療費介護費との関連

＋11.4兆円

＋18.9兆円

＋ 6.6兆円

↓
何故こんなに増えてしまうのか
高齢化と医療・介護費の関連

減る

増える



居宅サービス利用限度額

健康でいること、要介護状態にならないこと
大きな社会貢献

居宅サービスの利用限度額

要介護3の場合
1年＝3,231,720円
4年＝12,926,880円

要介護5の場合
1年＝4,327,800円
2年＝8,655,600円

要介護度別生存率50％より※平均は、この年数より多くなる

介護保険（負担の割合）
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15,009円分
31,419円分
50,076円分
58,848円分
80,793円分
92,418円分

108,195円分

3割負担2割負担1割負担

同一世帯の第１号被保険者の
年金収入 ＋ その他の合計所得金額

単身：280万円
２人以上：346万円

単身：340万円

2018.8～3割負担法案



75歳以上の医療費は一人当たり約100万円
医療にかからないことは　大きな社会貢献

介護状態にならない、医療にかからない、そのためには
社会活動に参加、人と接し、話すこと・・・・・すなわち

人のためのボランティア活動ではなく、
すべては自分のため

在宅死＝医師による死亡確認場所。病院搬送は除く。孤独死も計上。
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医療費（年齢階級別医療費）
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自宅
高齢者向け住まい

●サービス付き高齢者向け住宅
●住宅型有料老人ホーム
　　　　　　　　　　　その他

地域包括支援センター
ケアマネジャー

介護、医療、住まいなど生活全般に関わる
円滑なケア実施のための相談業務や
サービスのコーディネート

在宅系サービス
●訪問介護
●訪問看護
●定期巡回・随時対応型訪問介護看護
●24時間対応の訪問サービス
●小規模多機能型居宅介護
●看護小規模多機能型居宅介護
●通所介護
●短期入所生活介護、など

●介護予防サービス

施設・居住系サービス
●介護老人福祉施設（特養）
●介護老人保健施設（老健）
●特定施設入居者生活介護
　（介護付有料老人ホームなど）
●認知症共同生活介護（グループホーム）

日常の医療
●かかりつけ医
●地域の連携病院

急性期病院
亜急性期・回復期リハビリ病院

住まい

地域包括ケアシステム
概ね30分以内に必要なサービスが提供される日常生活圏内（中学校区）を単位として想定

医療
病気になったら

通院・入院 訪問介護･看護等

通所
入所

訪問診療・看護

通院・入院 訪問介護･看護等

通所
入所

訪問診療・看護

生活支援・介護予防
老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯなど

いつまでも元気に暮らすために

介護
介護が必要になったら

緊 急 通 報

定期巡回型訪問

定期巡回型訪問 プラス 滞在型訪問 訪問介護と訪問看護が密接に連携しながら
定期巡回訪問を行ないます

随 時 訪 問 連 絡

オペレーターが24時間電話に対応！
通報の緊急性を見極めます

どうしよう？
ご連絡ください

必要に応じて随時訪問
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地域包括ケアシステム
厚生労働省は、2025年（平成37年）を目途に、在宅介護を基本とした、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的
に提供される地域包括ケアシステムの構築を実現を目指しています。

24時間対応の定期巡回・随時対応型訪問介護看護
厚生労働省は、2025年（平成37年）を目途に、在宅介護を基本とした、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的
に提供される「地域包括ケアシステム」の構築を 実現を目指しています。
しかし重度者を始め、要介護高齢者の在宅生活を24時間支える仕組みが不足しています。
また医療ニーズが高い高齢者に対して医療と介護との連携が不足しているという問題があります。
このような背景から「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」が創設されました。

24時間対応の定期巡回・随時対応型
訪問介護看護図



資料

8

高齢社会の現状を知る　あおいパートナーズ養成講座《第2回》

■年金
　国民年金が月額平均：54,497円、厚生年金平均：147,513円

◎国民年金の制度上の支給額は年に772,800円、月額64,400円（40年満額）
　※60歳で繰上げ支給を受けると満額で45,506円、実際の支給額38,312円（繰上げ支給で3割減と満額でないため）

◎厚生年金の平均月額は、男性＝165,450円、女性＝102,252円

国民年金 単身者  54,497円
国民年金 夫婦  108,994円
厚生年金 単身者  147,513円
厚生年金(夫)＋国民年金(妻) 219,947円
厚生年金 夫婦共稼ぎ 267,702円～295,026円

■生活費
　夫婦の老後に必要な資金は、生活費27万円、貯蓄額2,173万円（アンケート調査）
　平成28年度の厚生労働省発表のモデル世帯の年金額は、平均221,504円

◎支出総額　例：277,884円の場合
　・食費 66,721円・住居 15,595円・水道光熱 17,506円・家具家事 9,659円・被服費等 7,052円
　・保健医療 13,930円・交通通信 25,639円・教育 316円・教養娯楽 26,192円・税金 社会保険料 46,850円
　・その他 48,423円（主な内訳－理美容、おこづかい、交際費、嗜好品、諸雑費など）

■介護職員数の現状と今度の見通し
団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となる年2025年度に必要な介護職員は全国で253万人の見通しで、今後予想される
介護人材の増員数と比較すると約38万人が不足する恐れがあるということがわかりました。（厚生労働省の推計）

■高齢者の家族と世帯
全世帯のうち、65歳以上の高齢者のいる世帯…………46.7％
　　　　　　　　　　　　高齢者だけの世帯…………26.2％（夫婦世帯14.3％・独居世帯11.8％）

■死亡時の年齢
 男性 女性 男女　
64歳までに亡くなる方 14.4％ 7.6％ 11.1％ 2016年日本人の平均寿命＝83.7歳
74歳までに亡くなる方 35.6％ 19.4％ 27.8％ 男性＝80.5歳、女性＝86.7歳
75歳以上生きる方 50.9％ 73.3％ 61.7％
90歳以上生きる方 3.4％ 36.1％ 24.4％ 女性の36.1％は90歳以上

 

65～87歳まで22年間
　772,800円×22年＝
60歳（繰上げ）～87歳まで27年間
　772,800円×0.7×27年＝
60歳（繰上げ）～87歳まで５年不足
　772,800円×0.7×22年＝

17,001,600円

14,605,920円

12,415,032円


